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「みえの防災大賞」とは 

「みえの防災大賞」は、県内各地で自主的な防災活動

に取り組んでいる団体を表彰し、これらの活動を県民の

皆さんに広く知っていただくことにより、災害に強い三

重づくりを進めることを目的として、平成１８年度から

実施しているものです。 

平成３０年度は、１２団体から応募があり、選考の結

果、「みえの防災大賞」１団体、「みえの防災特別賞」１

団体、「みえの防災奨励賞」４団体を決定し、表彰しま

した。 

 

 

 

近い将来、三重県に大きな被害をもたらすことが懸念される南海トラフ地震

の今後３０年以内の発生確率は「７０～８０％」となり、大阪府北部を震源と

する地震や北海道胆振東部地震のような内陸直下型地震もいつどこで発生して

もおかしくない状況です。また、平成３０年７月豪雨では、西日本を中心とす

る広い範囲で甚大な被害が発生するなど、各地で風水害による被害も発生して

います。このような状況の中で、私たちは、「いつか来る」災害である地震・津

波や「いつも来る」災害である風水害など、あらゆる災害への「備え」を着実

に進める必要があります。 

そのためには、自らの安全は自ら守る「自助」、自らの地域は住民の皆さんで

守る「共助」、行政及び防災関係機関が担う「公助」の理念に基づいて、県民の

皆さん、自主防災組織、事業者、市町、県、防災関係機関がそれぞれの役割を

果たしていくことが重要です。 

そして、災害への備えが非日常的な特別な活動ではなく、日々の業務や生活

と一体となった当たり前の活動となること、すなわち「防災の日常化」を意識

し、日頃から災害に対する十分な備えを進めていく必要があります。 

この事例集では、「みえ地震対策の日シンポジウム」において表彰された、平

成３０年度「みえの防災大賞」受賞団体の特色ある自主的な防災活動を紹介し

ています。これらの活動を参考に、それぞれの地域に合った防災活動に取り組

み、皆で災害に強い三重をつくっていきましょう。 

      

平成３１年１月  三重県防災対策部 
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みえの防災奨励賞（５０音順） 
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（四日市市） 
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（桑名市） 

・東
ひがし

大淀
お い ず

地区
ち く

まちづくり協議会
きょうぎかい

・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 

（伊勢市） 
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（四日市市） 

 

 平成３０年１２月２日（日）に津市サンデルタ香良洲多目的ホールで開催した「みえ地

震対策の日シンポジウム」で、平成３０年度「みえの防災大賞」表彰式が行われました。 
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「三重県立南伊勢高等学校南勢校舎」は、熊野灘に面したリアス式海岸沿いに立地してお

り、津波による甚大な被害が懸念されていることから、災害に対する正しい知識と地域防災

の現状・あり方を的確に理解し、災害が発生したときに地域の一員として自らの課題や役割

を見つけ主体的に行動できる人材の育成に取り組んでいます。 

平成２４年度から、南伊勢町等と連携し、東北でのボランティア活動や研修を実施してお

り、県や南伊勢町等が主催する防災イベントにおいて、防災教育の取組や東北の被災地訪問

の内容を報告しています。 

また，平成２５年度から、南伊勢町や三重大学、ＮＰＯ等と連携し、１年生の「総合的な

学習の時間」において、「防災特別授業」を年間１０時間実施し、タウンウォッチングや避難

所の資機材等の確認、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）などに取り組んでいます。授業の中では、

非常食や簡易トイレ、レスキューシートなど防災用品を入れて携帯する「Ｍｙゼロパック」

を考案し、平成２８年度から、地元の福祉施設や漁業協同組合と連携し、販売を行っていま

す。 

平成２９年度には、県主催の「学校防災ボランティア事業」に参加し、防災士の資格を取

得した生徒３名が近隣中学校の１・２年生と３年生を対象に防災学習会の講師を務めるなど、

生徒が主体となった地域への啓発活動を積極的に行っています。 

さらに、新入生を対象とした避難経路・避難場所の確認、津波を想定した避難訓練、町・

地域が主催する防災訓練への参加、火災を想定した避難訓練・消火訓練など、様々な防災訓

練にも意欲的に取り組んでいます。 

高校生の若い力は地域防災にとって大きな存在となっており、地域全体の防災意識の向上

に大きく貢献していることから、他の地域や学校等への広がりが大いに期待されます。 

なお、本団体は、平成２５年度「みえの防災奨励賞」を受賞しています。 

              

 

 

大賞 

東北でのボランティア活動 

中学生への防災学習会 

Mｙゼロパック  

ヘルメットの整備 津波避難訓練 

津波防災シンポジウムでの発表 
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「四日市市楠地区子ども会育成者連絡協議会」は、楠地区の子ども会の保護者等で構成さ

れる協議会で、三角州という地形特性から、津波や洪水による被害が懸念されるため、災害

時に子どもたちが適切な行動をとり、避難所生活を送ることができるよう、平成１５年から、

楠地区の各種団体と連携し、小・中学生を中心とした防災啓発に取り組んでいます。 

平成１５年７月に、楠小学校の体育館で避難所を想定した宿泊と炊き出しを体験する「防

災キャンプ」を実施したことに始まり、以後１５年間活動を継続するだけでなく、「輪中の里」

（桑名市）への水害研修や小学校プールでの救命ボート救助体験・着衣水泳実習、消防学校

への体験入校など、その内容に工夫を凝らしながら、子どもたちが実際に体験し、防災を学

ぶことができる機会づくりを行っています。 

また、平成２９年には、同小学校の土曜授業を活用し、市内や地区内で活躍している方々

が授業を行う「１日先生」において、「子ども１日消防団」「防災スリッパ作成」等の授業を

実施したり、地区の防災訓練の中で、子どもたちも黄色いハンカチを活用した安否確認に協

力したりしたほか、新しく開設した地区のホームページで「子ども会 防災ひと口メモ」を

随時更新するなど、新たな取組も進めています。 

１５年にわたる活動の地道な継続と社会福祉協議会や学校、消防団、自主防災組織など地

域における他団体と連携した防災活動は、地域防災力向上の参考となるものであり、他の地

域への広がりが期待されます。 

なお、本団体は、平成２３年度「みえの防災奨励賞」を受賞しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども１日消防団 炊き出し訓練 防災教室 

黄色いハンカチ作戦 ホームページでの発信 育成者の救命講習 
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「聴覚障害者 地域防災班四日市」は、四日市市ろうあ福祉会、四日市地区手話サークル

連絡協議会、三重県手話通訳問題研究会四日市ブロック、四日市手話通訳者会の４団体で構

成され、平成２７年から、聴覚障がい者と聴覚障がい者に関わる人がともに安全で安心でき

る災害対策を進めるため、どのような備えや連携が必要かを考え、地域への理解促進に取り

組んでいます。 

ろう者と聴者がともに参加できる防災学習会を定期的に開催し、住まいの耐震化、非常持

出品、避難所での生活などさまざまなテーマで、防災講演やワークショップを実施するとと

もに、四日市市消防本部の防災教育センターや名古屋大学「減災館」などへの見学会を実施

するなど、障がいの有無に関わらず、防災・減災について考える機会を広げる活動を行って

います。 

また、各地域の手話サークルを訪問し、自主防災組織関係者等の参加も得て、地域の地形

やろう者・サークル員の自宅、避難所の場所などを確認する活動も行っています。 

聴覚障がい者自身と聴覚障がい者に関わる人、地域が一緒になって防災について学び、と

もに安全で安心できる地域づくりを進める活動は、今後の広がりが期待されるものであり、

他の地域でも参考となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨励賞 

防災講演 非常持出品の確認 

手話サークルへの訪問 地域の地形の確認 

ワークショップ 
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「天神ヶ丘自治会連合会自主防災隊」は、東西南北４つの自治会約２５０世帯で構成され、

高齢化が進んでいる地域であることから、平成１８年より、南海トラフ地震に備えた防災活

動に取り組んでいます。 

平成２６年からは、消防団や日本赤十字社三重県支部と連携して、放水訓練や炊き出し訓

練などの防災訓練を実施し、近隣の自治会へも訓練の参加依頼を行うとともに、地区自治会

連合会が主催する防災訓練に参加するなど、各種団体や近隣自治会とも連携しながら訓練を

継続しています。訓練においては、地域独自の「地域防災の歌」を合唱するなど、ユニーク

な活動も行っています。 

また、避難行動要支援者への声かけ等の個別支援を行うため、「避難行動要支援者個別支援

マニュアル」を作成し、避難行動要支援者に地域支援者の情報等を記載したシートを配布す

るとともに、避難行動要支援者に対して防災訓練への参加を呼びかけています。 

各種団体や近隣自治会と連携した防災訓練、避難行動要支援者に対する支援を行うための

平時からの取組は、他の地域でも参考となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨励賞 

消火栓を利用した放水訓練 炊き出しの準備 地域防災の歌 

タウンウォッチング 避難支援シート 

４ 

 



 

 

    

 

 

「東大淀地区まちづくり協議会」は、東大淀小学校区の５つの町・自治会約７６０世帯の

住民等で構成される協議会で、伊勢市の北西端で伊勢湾に面し、津波による被害が懸念され

ることから、災害に強いまちづくりに取り組んでいます。 

平成２６年には、防災講演会に加え、ＡＥＤの講習や倒壊した家屋を想定したコースを目

隠しして逃げる「避難シミュレーションゲーム」などを実施し、平成２７年は、シェイクア

ウト訓練や津波避難訓練にあわせて、地震体験や応急担架作成、防災倉庫見学などの防災イ

ベントを実施しました。その後も、平成２８年は夜間の津波避難訓練、平成２９年は安否確

認に黄色い旗を活用した津波避難訓練や炊き出し訓練を実施するなど、毎年、防災訓練の内

容を変え、住民の防災意識向上を図っています。 

 また、鳥羽商船高等専門学校と連携して、ドローンを用いた防災・減災活動に取り組み、

「ドローン運用管理規定」の策定やドローンの操縦体験会、台風時の被害状況偵察などを行

っています。 

毎年、同じ内容で実施しがちな防災訓練において、幅広い内容を取り入れ、変化をもたせ

る取組は、他の地域でも参考となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨励賞 

身近なもので応急担架作成 夜間の津波避難訓練 

 

全戸配布した黄色旗 ドローンの操縦訓練 ドローンによる被害状況偵察 

避難シミュレーションゲーム 

５ 

 



 

 

    

 

 

「三重県立四日市農芸高等学校」は、地域の指定避難所になっており、平成２３年に、地

域住民が学校へ避難する訓練が行われたことをきっかけとして、災害時に自分の身を守り、

積極的に社会貢献できる人材育成に取り組むとともに、農業高校として学習成果の活用を通

した地域貢献に取り組んでいます。 

平成２３年から、毎年、赤十字救急法救急員の資格を持つ生活福祉コースの生徒が全校生

徒を対象に三角巾包帯法の講習を実施しており、平成２５年からは、地区連合自治会等と連

携して、地区の住民にも参加を呼びかけ、応急手当方法の啓発、習得に取り組んでいます。 

また、平成２５年から、生産技術コースの生徒が収穫した玄米を一定量備蓄しており、毎

年の避難訓練に合わせて、その備蓄米を活用した全校生徒及び全職員分の炊き出し訓練を実

施し、平成２９年からは、地区の住民にも参加を呼びかけ、一緒に炊き出しを行っています。 

学校の特色を活かし、地域に頼りにされる学校を目指す防災活動は、他の学校及び地域で

も参考となるものです。 

 

 

 

 

奨励賞 

生活福祉コースの生徒による全校生徒・地区住民への三角巾包帯法講習 

コシヒカリの収穫 

（一定量を備蓄米に） 

炊き出しの手順説明 炊き出し訓練 

６ 

 


